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莫言と村上春樹

・   

藤井省三

（ 一 ）莫言の村
－

上評

村上春樹は『風の歌を聴け』 （ 一 九 ー七九）によるデビュ ー 以来、 中国に深い関心を

容せてきた l 。 いっぽう莫言（モ ー イエン、 ばくげん、 一 九五五～）といえば中国農村

の現実を騎手｜干的リアリズムで描く作家である。 彼が二O 一二年ノ ー ベル文学賞を受賞

した｜捺には、 仁j::i国でも村上春樹の受賞’を期待する声が高く、 広州、｜のリベラル派の新聞

『南方周末』が受賞’後の莫言にインタビュ ー した｜燥には、 「あなたは村上春樹の作品

をどのように評価していますか。 今回の受賞レ ー スでは彼の呼び声も大変高かったの

です」と問うている。 これに対し莫言は村上への高い評価を以て回答とした。

村上春樹は大変影響力のある作家で、 世界中に多くの読者がおり翻訳された作品数も非

常に多く、 しかも多くの若い読者から愛読されており、 素晴らしい、 私は非常に彼を尊重

しています。 彼は私よりも年上ですが、 気持は私よりも若く、 英語も大変上手で、 欧米と

の交流もさらに広く、 より多くの現代的生活の気質を備えています。 彼は日本の歴史方面

を詣：くことは少な目で、 現代的生活、 若者の暮らしに注目しており、 この点において私は

とても及びません。 私も彼の読者で、 たとえば『ノルウェイの森』、 『海辺のカフカ』な

ど、 彼の作品は私には書けません。 2

引用末尾の 一 文は、 『ノルウェイの森』 『海辺のカフカ』などを読んでおり、 この

ような作品は自分には書けない、 という意味であろう。 ここで莫言自身が認めるよう

に、 「現代的生活、 若者の暮らしに注目」する村上文学は、 確かに莫言文学とは異質

のものである。

しかし一九八九年から二年ほどの聞に、 莫言と村上春樹が共にレフ ・ ニコラエヴィ

ッチ ・ トルストイ（ 一八二八～ 一九 一 0）代表作『アンナ ・ カレー ニナ』を典拠とし

つつ、 短篇小説を書いている点は興味深い。
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莫言与村上春树

滕井省三

村上春树（1949 ～ 〉自凭借《且昕风吟》 C 1979 ～ ）进入文坛以米， 对中国表现出了

深切的关注。 而莫言（1955～ ）则是以脆幻现实主义手法描写中国农村现状的作家， 尽

管他对村上予以高度评价， 但正如他本人所承认的那样
“

关注现代生活， 与年轻人的生

活
”

的村上文学， 与莫言文学的性质是不同的。 但值得关注的是在11989年起的约2年间，

围绕北京· 天安门事件C 1989年6月）， 莫言与村上春树同时提及了托尔斯泰C1828 ～19 

10）的代表作《安娜· 卡列尼娜》 ， 并各自创作了短篇小说《眠》与《怀抱鲜花的女人

》。 且两部作品均为， 体现了转型期的村上文学与莫言文学的问题之作。 除此之外村上

另《眠》中的女主人公所道出的
“

就连自己生存于这个吐界的状态， 都像是不牢非的幻

觉
’

＼ 与其自身面对天安门事件时的心境相同， 而文艺评论家营野II召同时也指出莫言在

《怀抱鲜花的女人》中 “ 象征性地凝缩了威胁现实世界的恐怖力量
”

。 在事件发生前后

， 村上与莫言共同以《安娜· 卡列尼娜》为线索， 各自以回归现实世界为目标进行的创

作， 可以说是叙述了现代东亚文学的紧密的共时
－

性。 此外， 在村上从与111：界孤立fl{J “ 出

世

中体现出的批判美国对亚的战争的观点。 那时支撑着孤独的村上的， 或许是与天安门事

件中牺牲者们的共感， 亦或是来自颠覆现实的《安娜· 卡列尼娜》的力量。
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Mo Yan and Murakami Haruki 

FUJII Shozo 

Murakami 1-laruki (b. 1949) has taken a deep interest in China since his debut novel 

Hear the Wind Sing appeared in 1979. On the other hand, Mo Yan (b. 1955), a writer who uses 

magical real ism to depict the realities of the farming communities in China, has acknowledged 

that Murakami 's literature-which he has praised highly-differs from his own in that it 

"focuses on contemporary life and youth lifestyles." It is noteworthy, however, that in the two 

years between 1989 and 1991 (in which the Tiananmen Square Incident occurred in Beijing in 

June 1989), both Murakami and Mo Yan wrote two short stories-"Sleep" and "A Woman 

Holding Flowers" respectively-that drew from Leo Tolstoy's ( I 828-1910) masterpiece Anna 

Karenina ( 1873-1877). Both are controversial works that reveal drastic turning points in their 

oeuvres. Murakami 's heroine of "Sleep"-who at one point says, "My very existence, my life 

in the world, seemed like a hallucination"-is depicted in a way that recalls his own mental 

state during the Tiananmen Square Incident; while Mo Yan, in "A Woman Holding Flowers," 

to borrow the words of literary critic Kanno Akimasa (b. 1930), "symbolically condenses the 

ominous force that threatens the real world." The fact that around the time of the incident both 

Murakami and Mo Yan drew from Anna Karenina to create works in hope of returning to the 

real world attests to the close synchronicity between the contemporary literatures of East Asia. 

Moreover, Murakami 's decision to adopt a critical perspective toward America's wars in Asia 

in the short story "Lexington Ghosts" was no doubt a necessary step in his process of moving 

from "detachment" from the world to a "commitment" to real participation. It must have been 

the sympathy Murakami felt for the Tiananmen Square victims, as well as the power he 

derived from Anna Karenina to turn reality on its head, that supported the solitary Murakami at 

the time. (Translated from the Japanese by R. Shaldjian Morrison) 
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